
















































































































































































































































































































































































































































分類 金平 者米 三裸樹 頂青 蠕蟻塘 平河 那発
日用品中心の雑貨 39　11．1％13　15．5％ 12 3
衣料中心の雑貨 20　23．8％ 2 4
服 61　17．3％
飼料 7　　2，0％ 4　4．8％
金物 5　　1．4％ 4　4．8％ 3
電化製品 18　5，1％ 2　2．4％ 5
農業資材 1　1．2％
靴 16　4．5％ 2　　2．4％ 1 1
家具 1　0、3％ 1　　1．2％
スレート（屋根材）・セメント 2　　0．6％ 1　1．2％



























































キャッサバ仲買 1　1．2％ 1仲買 綿仲買 1　1．2％
草果仲買 1　1．2％
給合病完 3　　0．9％









分類 金平 那発 者米 三裸樹 頂青 蜻蟻塘 平河
雑貨店 雑貨 21　　　5．8％ 42　　13．5％66　　22．5％ 25　　17．1％33　　34．7％27　　28．7％47　　20．5％
衣料 18　　　5．0％ 39　　12．5％31　　10．6％ 19　　13．0％ 11　　11．6％ 17　　18．1％22　　9．6％
靴 6　　　1．7％ 10　　　3．2％ 7　　2．4％ 10　　　6．8％ 一一 5　　　5．3％ 3　　1．3％洗面用具 1　　　0．3％ 一一 3　　　1．0％ 一一 一一 一一 一一台所 一一 1　　　0．3％ 3　　　1、0％ 皿一 一一 一一 一一ライター 1　　　0．3％ 1　　　0．3％ 2　　0．7％ 一一 一｝ 一一 1　　0．4％金物 2　　　0．6％ 4　　　1．3％ 2　　　0．7％ 2　　　1．4％ 一一 2　　　2．1％ 1　　0．4％布 7　　　1．9％ 　一 1　　0．3％ 一一 一一 一　 一一文房具 一　 一一 1　　0．3％ 一一 ｝一 ｝一 1　　0．4％生活用品 おもちや ｝一 一一 1　　　0．3％ 一一 一一 一　 一｝ビニールテーブルクロス 一一 一一 1　　0．3％ ｝一 一一 一一 一一帽子 一一 1　　　0．3％ 一一 一｝ 一一 一一 一　電気部品 一一 1　　　0．3％ 一一 一一 一一 一一 一一籠 22　　　6．1％ 2　　　0．6％ 一一 一　 一一 一　 一一メガネ 1　　　0．3％ 一一 　一 『一 一一 一一 一一健康器具 1　　　0．3％ 一一 一一 一一 一一 　一 一一時計 1　　　0．3％ 一一 一　 一一 一一 一一 一一寝具 1　　　0．3％ 一一 1　 0．3％ 一　 一一 一一 一一専門店 野菜 109　　30．3％93　　29．9％63　　21．5％ 34　　23．3％24　　25．3％ 14　　14．9％64　　27．9％
果物 5　　　1．4％ 18　　　5．8％ 24　　8．2％ 8　　　5．5％ 6　　　6．3％ 2　　2．1％
肉屋 18　　　5．0％ 37　　　11．9％ 15　　5．1％ 8　　　5、5％ 7　　　7．4％ 5　　5．3％ 8　　　3．5％
食品 飲食 24　　　6．7％ 6　　　1．9％ 20　　6、8％ 9　　　6．2％ 1　　　1．1％ 6　　6．4％ 27　　11．8％
食材 69　　　19．2％ 16　　5．1％ 9　　3．1％ 4　　　2．7％ 4　　　4．2％ 2　　2．1％ 9　　3．9％
魚屋 皿一 3　　　1．0％ 3　　　1．0％ 2　　　1．4％ 1　　　1．1％ 1　　　1．1％ 1　　0．4％駄菓子 3　　　0．8％ 3　　　1．0％ 一一 6　　　4．1％ 一一 1　　　1．1％ 3　　　1．3％タバコ 7　　　1．9％ 5　　　1、6％ 17　　5．8％ 6　　　4．1％ 2　　　2．1％ 5　　5．3％ 19　　8．3％嗜好品












































































31ブタ 沙ヤオ 会秩・老塞 自　のブタ販売32ブタ 沙ヤオ 会秩・老塞 自家のブタ販売
33ブタ 沙ヤオ 会秩・新秦 自家のブタ販売34ブタ 沙ヤオ 太陽案 自家のブタ販売
35ブタ 沙ヤオ 白石岩 自　のブタ販売
36ブタ タイ 金水河 買ったブタを販売，三列目
37ブタ 沙ヤオ 会秩・新秦 自家のブタ販売
38ブタ 沙ヤオ 太陽案 自　のブタ販売
39ブタ 沙ヤオ 太陽塞 自　のブタ販売
40ブタ 沙ヤオ 白石岩 自庁のブタ販売
41ブタ ミャオ 砿山 買ったブタを販売
42ブタ 沙ヤオ 太陽塞 買ったブタを販売43ブタ 漢 那発 買ったブタを販売44ブタ 沙ヤオ 白石岩 自　のブタ販売　年間7～8頭，1頭700～800元
45ブタ 沙ヤオ 白石岩 自家のブタ販売，年間5～6頭
46ブタ 沙ヤオ 会秩・新塞 買ったブタを販売，ブタ販売専業
47ブタ 沙ヤオ 会秩・新案 買ったブタを販売48ブタ 沙ヤオ 会秩’新案 買ったブタを販売




























































































































































177コメ 漢 動拉 買ってきたコメを売る。




























197 の　　　　布　花辺 ミ　オ 金w・七’ 刃　→　立→P日→三　道→金W





201反物（柄もの），糸，白綿布 漢 金平 那発→道場→動拉→三家道→金平。金平ではミャオ族相手，那発ではヤオ族。
202反物（柄もの），白綿布 ミヤオ 動拉，広東? 那発→動拉







205下着（男女子供），子供服 漢（四川） 金平 那発→動拉→道場→金平






























































Nα 商品 民族 住居地点 備考（地名の経路は移動商人が移動する範囲）
217音楽CD，映画VCD　石けん　櫛，生理用品
218漢方
219漢方（約100種） ? 金平 那発→金平220漢方
221タバコ（葉） 漢　男 金平 那発→金平
222ブラジャー，パンティー（女性），帽子，パンツ（男下着）　子供服 漢，女 金平 那発→動拉→金平
223軍隊風靴，サンダル，帽子，服（軍隊風） 漢，女 金平 那発→　拉→道場→金平











227服（大人・男女），傘，ジーパン（男女），パンツ　男性）　半ズボン（男女） ハニ，男 金平 那発→金平
228スリッパ・サンダル（大人男女，子供），
軍隊風靴 漢，女 金平 那発→動拉→道場→三家道→金平
229軍隊風靴，スリッパ，サンダル（大人男女，子






























240駄菓子 漢，男，（四川） 金平 那発→動拉→道場→金平
241野菜の種 漢，男 金平 那発→動拉一→道場→三家道→阿得博→金平






244米線（食堂） 漢，男 那発 那発245ベトナム製胃薬その他各種薬　針　糸 タイ，女
246タバコ（葉） 漢，女 金平 那発







250ジーパン　服（大人・男）　子供服，Yシャツ 漢，男 金平 那発→動拉→道場→阿得博→金平251Tシヤツ252服（大人・男女） 漢，女 金平 那発一・動拉→三家道→阿得博→金平




































273ブラジャー，髪飾り，軍手，靴下（女），紙製手提げ袋 タイ，女 動拉 那発→動拉→三裸樹→蕎菜坪→翁当















280野菜の種 漢，（湖南） 金平 那発→道場→金平
281ノコギリ　ノコギリの目立て
282? 漢　女 金平 那発→動拉→道場→金平
283コップ，スプーン，ナイフ，ハケ，フライ返し箸，包丁，ハサミ
284皿（陶磁器），碗（陶磁器）







































Nα 商品 民族 住居地点 備考（地名の経路は移動商人が移動する範囲）
293パンティー（女性）　子供服 漢　男 金平 那発→動拉→阿得博→金平
腕時計，鎖，ベルト，オモチャ，目覚まし時
計，携帯ラジオ，包丁，スプーン，ハサミ，乾





















305学調味料，豆電球，洗濯洗剤，塩，麹，靴用ブ 漢，女 那発 那発
ラシ，マッチ
洗濯洗剤，生理用品，トイレットペーパー，ち











309乾麺，茶，蚊取線香，石けん箱，歯ブラシ，歯 漢，女 那発 那発
磨き粉　塩
310軍隊風靴　サンダル・スリッパ（大人　子供） 漢　女 金平 那発→動拉→道場→阿得博→金平









































































































































































































































































































































































ノ＼二二 漢 ミヤオ タイ ヤオ
種類 店数 種類 店数 種類 店数 種類 店数 種類 店数
1 トウガラシ 12 ネギ 8 トウガラシ 6 トウガラシ 1 トウガラシ 1
2 ササゲ ll キュウリ 7 ササゲ 3 キュウリ 1
3 ショウガ 10 セリ 6 カボチャ 3 タケノコ 1
4 タケノコ 8 ハクサイ 6 タケノコ 2 空心菜 1
5 カボチヤ 5 青菜 5 落花生 1
6 ニガウリ 5 キヤベツ 5 野草1（不明） 1
7 洋糸瓜（洋ヘチマ） 5 トウガラシ 4 野草2（不明） 1
8 未同定種（ネギ似） 4 洋糸瓜 4 パパイヤの花 1
9 キュウリ 3 未同定種（ネギ似） 3 バナナ 1
10 パパイヤの花 3 ササゲ 2 ダイコン 1
11 エンドウ 3 カボチャ 2 ショウガ 1
12 バナナの花 3 洋糸瓜の蔓 2 ザクロ 1
13 現地名（地交） 3 インゲン 2 キュウリ 1
14 青菜 3 香菜 2 カボチャの花 1
15 ネギ 3 ウオースン（窩ヂ） 2 カボチャの蔓 1
16 漬け物（酸菜） 3 ニンジン 2 エンドウ 1
17 野草1（不明） 2 ピーマン 2 野草の香菜 1
18 野草2（不明） 2 ジヤガイモ 2
19 トウモロコシ 2 ナス 2
20 サトイモの花 2 トマト 2
21 サンショウ 2 ショウガ 1
22 未同定種（緑色で丸く苦い） 2 キノコ（種不明） 1
23 洋糸瓜の蔓 2 トウガン 1
24 クワレシダ 2 ニンニク 1
25 ニラ 2 タマネギ 1




















































店番号 商品 民族 居住地 移動範囲
225 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→大案→沙衣披→金平
265 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→三家道→金平
307 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→阿得博→金平
231 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
216 雑貨 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
248 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
302 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
292 雑貨 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
294 雑貨 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
295 雑貨 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
297 雑貨 漢 金平 那発→動拉→者米→金平
291 雑貨 漢 金平 那発→動拉→金平
302 雑貨 漢 金平 那発→金平
232 雑貨 漢 金平 那発
236 雑貨 漢 金平 那発
289 雑貨 漢 金平 那発
204 雑貨 漢 那発 那発




305 雑貨 漢 那発 那発
306 雑貨 漢 那発 那発
309 雑貨 漢 那発 那発
215 雑貨 漢 那発 那発
208 雑貨 漢 動拉 那発→動拉→三裸樹
211 雑貨 漢 動拉 那発→動拉→三裸樹→蕎菜坪
273 雑貨 タイ 動拉 那発→動拉→三裸樹→蕎菜坪→翁当
210 雑貨 ミヤオ 那発 那発
201 衣料 漢 金平 那発→動拉→銅場→三家道→金平
205 衣料 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
230 衣料 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平




311 衣料 漢 金平 那発→動拉→銅場→阿得博→金平
252 衣料 漢 金平 那発→動拉→三家道→阿得博→金平
253 衣料 漢 金平 那発→動拉→三家道→阿得博→金平
254 衣料 漢 金平 那発→動拉→三家道→阿得博→金平
255 衣料 漢 金平 那発→動拉→三家道→阿得博→金平




259 衣料 漢 金平 那発→動拉→三家道→阿得博→金平
222 衣料 漢 金平 那発→勘拉→金平
258 衣料 漢 金平 那発→動拉→金平







214 衣料 漢 勧拉 那発一・動拉→三裸樹
226 衣料 漢 動拉 那発→勘拉→者米
212 衣料 漢 銅場 那発→動拉→銅場→三家道→金平
209 衣料 漢 那発 那発
203 衣料 ミヤオ 金平 那発→勘拉→金平→銅場
197 衣料 ミヤオ 金平 那発→動拉→銅場→三家道→金平
198 衣料 ミヤオ 勧拉 那発→動拉→三裸樹→蕎菜坪→蠕・塘
202 衣料 ミヤオ 動拉 那発→動拉
195 衣料 ミヤオ 那発 那発
285 衣料 タイ 金平 那発→動拉→金平
196 衣料 タイ 那発→動拉→三裸樹一・蠕・塘





店番号 商品 民族 居住地 移動範囲
207 衣料 ノ、二 動拉 那発→動拉→三裸樹→蕎菜坪
206 衣料 ヤオ 那発 那発
229 靴 漢 金平 那発→動拉→銅場→三家道→金平
228 靴 漢 金平 那発→動拉→銅場→三家道→金平
310 靴 漢 金平 那発→動拉→銅場→阿得博→金平
223 靴 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
298 靴 漢 金平 那発→勘拉→銅場→金平
247 靴 漢 金平 那発→動拉→金平
278 靴 漢 金平 那発→動拉→金平
233 靴 タイ 動拉 那発→動拉→三裸樹→者米
263 金物 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
238 金物 漢 金平 那発→劫拉
246 タバコ 漢 金平 那発
221 タバコ 漢 金平 那発→金平
301 音楽テープ・CD・VCD 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
279 音楽テープ・CD・VCD 漢 金平 那発→銅場→金平
224 音楽テープ・CD・VCD ノ、こ二 金平 那発
282 薬 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平




240 駄菓子 漢 金平 那発→動拉→銅場→金平
280 種 漢 金平 那発→銅場→金平









































































































Nα 店の種類 Nα 店の種類 Nα 店の種類
1 金運賓館 72服 143スーパー2 バスチケット売り場 73雑貨 144服
3 クリーニング 74写真館，現像 145家庭電器4 アクセサリー 75金平県人民病院 146家庭電器
5 薬屋 76雑貨 147家庭電器6 ゲーセン（テレビゲーム型） 77予防中心 148服
7 ゲーセン（テレビゲーム型） 78床屋 149薬8 家具 79服 150服
9 毛糸 80招待所 151服10雑貨 81携帯電話 152靴
11雑貨 82家庭電器 153文房具12雑貨 83美容院 154レストラン13パン・菓子 84雑貨 155 堂14雑貨（食） 85ゲーセン（テレビゲーム型） 156食堂
15服 86牛乳 157化粧品16雑貨 87携帯電話 158靴17雑貨（食） 88服 159パン・菓子18雑貨（食） 89金物 160薬
19飼料 90携帯電話 161CD・VCD・DVD20服（子供） 91カーテン ユ62 食堂（米線等軽食）
21食堂 92家庭電器 163靴22服 93漢方 164招待所23ベッド 94信用金庫 165靴（女性）
24衛生院 95パソコン 166ベビー用品25病院 96電器製品修理 167カーテン26書店（中華書店） 97歯医者 168化粧品27服 98雑貨 169服28靴 99カーテン 170食堂29雑貨（食） 100カーテン 171服30服 101金姻賓館 172靴31アクセサリー 102化粧品 173雑貨32美容院 103雑貨 174服33雑貨 104服 175携帯電話34服・寝具 105服 176服35金物 106服 177看板（広告）
36拷鴨 107服 178服37食堂 108靴 179服38食堂（牛肉専門店） 109服 180携帯電話39食堂（羊肉専門店） 110服 181ガラス40食堂（米線等軽食） 111服 182書店41食堂（米線等軽食） 112服 183靴42食堂（米線等軽食） 113服 184果実43雑貨（食） 114薬 185靴44雑貨（食） 115靴 186靴45雑貨（食） 116服（子供），下着 187服（女性下着，小物）46雑i貨（食） ユ17服（女性） 188古着売買47雑貨（食） 118靴 189セメント・スレート48床屋 119アクセサリー 190DVD・CD・VCD49薬屋 120雑貨 191服50家庭電器・自転車・雑貨 121家庭電器・食器 192ガラス51服 122喫茶店 193服52レストラン 123食器 194携帯電話53タバコ（刻み） 124靴・服 195DVD・CD・VCD54雑貨 125雑貨 196雑貨55雑貨 126鞄 197床屋56服・靴 127農業銀行 198美容院57家庭電器・雑貨（食） 128寝具 199?
58美容院 129カーテン 200服（女性）59鳥かご・楽器 ユ30ぬいぐるみ 201歯医者60アクセサリー 131携帯電話 202金物61服 132文房具 203ゲーセン（テレビゲーム型）62薬屋 133時計・鞄 204美容院63服 134牛乳 205雑貨64雑貨 135化粧品 206雑貨（食）











































252服 302ミ ャオ服専門店 345服
















Nα 野菜の種類 店舗数 No 野菜の種類 店舗数
1 バクサイ 15 19 ゴウヤ 3
2 青トウガラシ 14 20 ダイズ 3
3 セロリ 9 21 ジヤガイモ 3
4 トマト 8 22 タケノコ 2
5 ネギ 8 23 ピーマン 2
6 ナス 7 24 マコモ 2
7 キヤベツ 7 25 コリアンダー 2
8 カボチャ 6 26 空心菜 2
9 ササゲ 5 27 白花菜 1
10 キュウリ 5 28 ヘチマ 1
11 ショウガ 4 29 　“シタ 1
12 ニラ 4 30 ハッカ属（地交） 1
13 タマネギ 4 31 セリ 1
14 ダイコン 4 32 レンコン 1
15 トウガラシ 3 33 トウガン 1
16 ミント 3 34 ウオースン 1


























































































































































































青果の種類 ヤオ ミャオ ノ、二 漢（在地） 不明 計
1 ショウガ 1 4 12 4 21
2 洋糸瓜（洋ヘチマ） 5 4 5 3 1 18
3 サンショウ 1 9 5 2 17
4 トウガラシ 4 2 1 8 15
5 バンジロウ 2 3 7 12
6 カボチャ 2 6 3 11
7 タケノコ 4 6 1 11
8 サトイモ（ミズイモ）の茎 7 3 10
9 ドクダミ 2 2 1 4 9
10キュウリ 6 3 9
11パパイヤの花 2 4 1 7
12カボチャの蔓 1 5 1 7
13未同定種（緑色で丸く苦い） 1 6 7
14野生のユリ 3 3 ? 7
15モヤシ 6 1 7
16ニラ 2 3 1 6
17ネギ 2 2 1 5
18青菜 2 3 5
19ハッカ属1（現地名，地交） 1 4 5
20野生のコリアンダー 1 2 1 4
21ササゲ 2 1 1 4
22セリ，セリ科 1 2 3
23ヒマワリの種 2 1 3
24ナス 2 1 3
25タデ，タデ属 2 1 3
26パパイヤ 1 1 2
27ゴウヤ 1 1 2
28コリアンダー 1 1 2
29サトイモ（ミズイモ） 1 1 2
30ピーマン 2 2
31バナナ 1 1 2
32モモ（在来） 2 2
33ハクサイ 1 1 2
34ミント 1 1 2
35落花生 2 2

































































































































































































































































































































































































































































































































































1 ? 村（数百人〉 農民 少 有（少） 100店前後200～600約4人 住まない 農民
H 無 町（数千人） 農民 100店前後。専門店化が進む。 有 300店前後 1000以上 約4人拠点 農民
皿
有


























































































































? ? ? ? ?
1 重 1 ? 1
iiili…i． ?
第5H目 第2U目 第田目 第4日目 第3日目
市グループ
? ? ? ? ?
第2段階
　　　　第3段階
図12市システムの構築過程
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　　　　　　　　　（24）要性が見直されている。
　しかし歴史における市，交易と農村と都市の関係を問うときに，問題になるのは残された歴史史
料そものの情報量の限界性であり，とくに市を成立させている重要なファクターである農村・農民
と市との関係性を明瞭にできないという点であろう。いいかえれば農民たちがどのように市を利用
していたのかという，物資の動きのなかでは最もローカルレベルでありながら，市が成り立つため
には最も重要な地域の農民の生業と市との関わりの具体的な姿やシステムがまだよくわかっていな
いのではないかと思われる。
　おそらく都市，農村，市を絡めた関係性を，都市側の論理からの展開を推し進めると，レッドフィー
ルドが主張する「都市が出現するまで農民はいなかった。都市と無関係に生活しているのは未開
民族であって，農民ではないのである」といった，地方の「農耕民」は都市の人的，物的資源の場
として支配を受け入れるにつれて，「農民」となっていったという考え方も可能になる［R．レッド
ブイールド1978］。
　また藤田弘夫は「都市が洋の東西を問わず〈通文化的〉に地球上のいたるところで建設されたの
も，都市の成立基盤が「権力」にあったからである。多種多様な目的をもって活動する権力は，絶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）対的余剰農産物のない農村からでも〈社会的余剰生産物〉を作り出したのである」と主張する［藤
田1993］。都市の存在が農村を作り出し，さらに都市は農村から「社会的余剰」を引き出す装置と
してとらえる。確かに現在のグローバルな市場経済の流れのなかで，農村が都市の論理に押しつぶ
されている現状をみれば，都市と農村の関係をこうした視点でとらえるのも妥当にみえる。
　しかし金平県における市システムや，市と農村，都市との関係性は，都市側の一方的な視点や解
釈だけでは理解できない。農村のなかに市が誕生することで，それが市のネットワークを形成し，
常設市が出現する過程の中で，農村と町，または都市との関係性がどのように変化してきたのかを
明らかにするには，農村と市という最もローカルなレベルで，この両者の関係性を問い直す必要が
あると考えられる。
　今西錦司らが著した『村と人間』は，奈良盆地の平野村の調査から都市近郊農村と都市の関係
を，農村の近代化という文脈でとりあげている。そして「都市は農村よりも，社会進化史的にいう
と，より新しいものである。しかし，それは農村から分離し，農村に対立した，新しい社会が成立
したと考えるよりも，むしろ，もとからある平面的な農耕社会に，一種ポラライゼーションがおこっ
て，その中に都市という，新しい機能を担当する部分が，分化した，と考えねばならない。だから
都市の分化は，同時に農村の分化である。都市が分化する前の農村と，都市が分化したのちの農村
とは，同じではない。都市の発達がいちじるしくなれば，それにつれて，農村のほうもまたかわっ
ていく」と述べている［今西1952］。
　そして彼らの生業戦略を「農村平野村は，いままさに農業経営の園芸化と，過剰労働力の通勤化
をとおして，その近代化をすすめつつあるものとわれわれは考えたいのである。そこには都市と並
びながら，都市に押しつぶされないで，都市の発展とともに発展してゆこうとする農村クライマッ
クスの，戦略的に新しい身構えがある」と近代化の概念を生物学的・生態学的な問題に移行させ，
近代化というインパクトに対して村が規格を崩さないように適応を遂げてきたとみる。
　この主張に対して篠原徹の「1947年以降の日本から現在の日本への変化はおよそこのようなパー
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スペクティブを吹き飛ばすほど激しいものであり農村の規格を崩さずに都市に押しつぶされていな
い農村・山村・漁村などは現在存在しない」という指摘は的を得ている［篠原1990］。ただ篠原は
今西が平野村の調査で主張した意義について，農村クライマックスとか同類共感という結論めいた
ものにあるのではなく，調味料・服装・家具など極めてユニークなものをインデックスにして，そ
れらをクロス集計させながら近代化を具体的にとらえようとしたところに真骨頂があると高く評価
し，自ら岡山県馬繋村での近代化における村の変容について耐久消費財の分析から実践的な研究を
おこなっている。
　筆者も今西のおこなった研究は，農村の近代化の問題を具体的なモノ資料からとらえようとした
調査方法そのものに価値をおくとともに，さらに都市と近郊農村の関係性を都市の論理ではなく，
農村側の論理としてとらえようとした点が重要だと考える。そして今西の指摘した都市と農村の関
係性を金平の市に重ね合わせ，金平の定期市の特質をとらえるとするならば，者米グループの定期
市は今西のいう「都市が分化する前の農村」に適合した経済であるといえよう。金平に常設市場を
もつ金平グループの金平周辺の農村は，今西のいう「都市から分化した後の農村」と都市に適合し
たものである。つまり金平県には異なる性格をもつ2つの経済活動があり，それを支えている2つ
の市システムがあると考えられる。
　では金平県の市から抽出できる，4つの市タイプと2つの市システムのもつ意味を，より深く理
解するには，どのような視点が必要だろうか。それには市川光雄の主張する，地域の経済を生業経
済と市場経済という概念で分析する方法が，有効な手段の1つになりうるのではないかと考えられ
る［市川1997］。
　市川のいう生業経済とは，生業経済二生計のための経済である。それに対して市場経済とは，市
場での交換を前提に生産と流通がおこなわれる経済であり，効率化，合理的行動を伴う。そして生
業経済が市場経済へと移行すると，農業に対して「少数の商品作物が集中して生産されるようにな
り，生業と資源利用の特化がおこる」，「自給作物を販売するようになり，商品作物へ特化し，食料，
その他の生活物資を購入するようになる」，「利潤をもとめる商業的農業では，労働力の得られる限
り面積を広くとる」と3つの変化をあげている。つまり生業経済から市場経済への変化は，「社会
関係の生産」から「富の生産」へ，「社会に埋め込まれた経済」から「経済の突出」が進むと主張
する。
　市川の主たる主張は，市場経済が進むと生態系に破壊的な影響を与えるために，それを緩和する
ためには何らかのバッファーの存在が必要であり，その例としてコンゴ（ザイール）のイトゥリの
森におけるムブティと農耕民との野生動物の肉が，交換におけるバッファーの役割を果たしている
という点にある。つまり現金ではなく物々交換によって，日常生活物資を手に入れている。すなわ
ち使用価値の入手であり，これがコンゴ（ザイール）の経済の破滅的な混乱の影響を被ることがな
かった要因だと主張している。
　では金平県において，市と生業経済と市場経済にはどのような関係性がみいだされるのだろうか。
者米グループの定期市を利用している者米谷の農村は，いままさに換金作物が入り込み浸透しつつ
ある段階である。しかし定期市が者米谷ではたしてきた機能は，農民同士のコメ，野菜，野生動物
など，日常的な物資の交換であり，いいかえれば使用価値の交換であった。鉄や塩などの外部から
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調達する必要のある物資以外は，者米谷という閉じられた地域のなかで，ほとんどの物資が交換さ
れていた。1950年代以前まで，市では現金も通用していたが，コメも現金の代わりを果たす重要
な交換物資であったし，現在でも市では時には物々交換もおこなわれている。また市は参加する楽
しみ，娯楽，情報交換など社会的，文化的意味ももっている。そして各民族の生業戦略の差異と定
期市とは密接に関係しており，定期市の存在が民族による生業戦略の差異をむしろ拡大させる方向
に働いてきたと考えられる。
　定期市こそが均質的な農村や民族の生業に差異と分化を引き起こしているのだが，さまざまな生
業戦略が集合することで，これがかえって者米谷という閉じられた空間で，複合的な生業構造を作
りあげ，自給自足的な生活を可能にしてきた。者米谷の生活世界は，市川の規定する生業経済その
ものとはいえないだろう。しかし者米谷における定期市システムは，現金だけでなく物々交換も可
能し，さらには各民族の生業戦略を差異化させる機能自体が，ある段階までは谷全体における生業
生産のリスク回避と，市場経済から生業経済をバッファーとして守る役割を担ってきた可能性が高
い。
　一方，金平グループの市システムの特徴は，金平にすでに常設店が出現し，農民の生産物が，町・
都市住民の嗜好に応じて特化している点にある。そして那発では，周辺農民の換金作物化への特化
が進み，定期市の性格もそれに応じて変化し，特に移動商人が者米グループよりもはるかに活躍し
ており，市のネットワーク機能が外部の世界とより強く結びつき，市場経済化が進展しているとい
える。定期市での交換の役割は者米谷とは異なり，効率化，合理的行動が富の生産を伴う，まさに
　　　　　　　　　　　　　（26）市場経済へ移行しているといえる。
　湖中真哉は，現在的な地域経済の動態を解明するためには，共同体を母体とする生業経済と国
家・国際規模の市場経済を媒介する交易ネットワークに焦点をあてることが肝要になるという考え
から，生業経済と市場経済を媒介する地域ネットワークの研究をおこなっている［湖中2004］。湖
中はアフリカ・ケニア中北部の家畜売買をとりあげ，都市の家畜商が家畜を安く買い上げてそれを
都市で高く売るという比較的簡単な商売をおこなっているのに対して，サンプルの在地家畜商は市
場原理だけでなく，サンプルの地域社会に密着し地域のネットワークを利用した利益産出の仕組み
に依存していると指摘する。そして在地家畜商の方法が牧畜活動と一体化しており，めざしている
のは現金の利益ではなく，最終的な目標はサンプルの文化的価値の核心であるウシの飼育用家畜で
あり，家畜取引は商業のための商業ではなく牧畜のために商業を営んでいると述べている。在地家
畜商がおこなっている家畜取引は，一般の商取引の概念には収まりきらない独特のものであり，市
場経済にのみこまれることなく，むしろ反対に市を馴化し生業経済のなかに市場経済を位置づける
新しい経済の可能性を垣間みせているのではないかと主張する。
　金平県の者米谷グループの市システムは，生業経済の色合いが濃厚で，地域住民がある程度は市
を馴化する，あるいは主体的に利用することが可能だったといえる。それに対して金平グループの
市システムは，町・都市の論理や移動商人が物資の移動を握り，地域の農民が主体的に市を活用す
る論理が通用しなくなっている。地域経済の動態を解明するために交易という地域ネットワークに
焦点をあてた場合，市が誕生し市システムが発達していくなかで，定期市システムはある段階まで
は，地域社会の生業経済を安定的に維持する方向に働き，農民たちの主体的な生業戦略を促進させ
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る方向に働く。いわば「生業経済に埋め込まれた定期市」といった段階があるのではないかと考え
られる。一方，各地域の市システムがネットワーク化されていく段階で，市の性格は「市場経済を
促進する定期市」へと変化していくのではないかと推測される。
　金平県の定期市からみえてくるのは，市システムには地域の生業経済をある段階までは守り育む
のだが，次にはそれを劇的に変化させ市場経済へと導くという，二面性をもっているということで
あろう。そして市場経済における都市の定期市・常設市と，生業経済に埋め込まれた定期市とでは，
例え市で売買されている物資などに表面的な同質性が認められたとしても，市システムそのものの
特質は全く異なっているといえるだろう。市を理解するには，地域社会における市と生業との関係
性とシステムを深く理解する必要があり，そのことがおそらく人類が生み出した歴史上の市がもつ
機能と普遍性を解き明かす糸口になると考えられる。
?
（1）一加藤繁「清代に於ける村鎮の定期市」『東洋学
報』23②，1936年。天野元之助「現代支那の市集と廟会」
『東亜学』2，1940年。増井経夫「広東の嘘市」『東亜論叢』
4，1941年。
（2）一中心理論とは，クリスタラー（W．Christaller）
が提唱した理論で，中心地点及びその補完区域からなる
結節地域・市場圏の垂直的集合について論じたもので，
具体的には，各上位市場圏は，すぐ下位の市場圏をいく
つか含む階層的配列を示しているという学説のことであ
る。
（3）一標準市場とは，農民が日常的に利用する市場の
ことである。スキナーによれば伝統中国では，標準市場
が社会の中核をなしていたという。
（4）一中村哲夫は，中国における現代の市研究には2
つの方向性があると整理している［中村1978コ。それは
「資本主義列強が中国市場へ進出するにあたり，いかな
る回路を通じて開港場から農村への経済的支配を貫徹す
るのかという問題の解明に欠くことのできない研究対象
である」「中国農村の農村研究に普遍的な分析視角を提
示すること」に集約されるという。
（5）　　市の調査は，科学研究費補助金（基盤B
15401037，平成15～18年度）『実践としてのエスノ・
サイエンスと環境利用の持続性一中国における焼畑農耕
の現在一』（代表，篠原徹）によっておこなった。調査は，
2003年3月11日～3月19日，同年8月25日～9月12
日，同年11月5日～12月25日，2004年5月18日～6
月15日，同年11月15日～12月22日，2005年7月11
日～9月15日，2006年1月23日～2月24日の計7回
にわたっておこなった。
（6）　漢字表記は，それぞれ俸（タイ），恰尼（ハニ），
揺（ヤオ），古聰（クーツォン），阿魯（アールー），苗
（ミャオ），壮（ジョワン），恰備（ハーベイ），曼（マン）
である。アールー族は，イ　（鼻）族の一支族であり，クー
ツォンは拉枯（ラフ）族の一支族である。このうちハー
ベイとマンは，中国政府から1つの民族集団とは認知さ
れておらず，それぞれハーベイ人，マン人と呼ばれてい
る。本稿ではカタカナ表記で民族名を表記する。
（7）　　正式には金河鎮であるが，地元住民は「金平」
と呼ぶためこの名称を使う。
（8）一イミグレーションは，那発以外に十里村にもあ
る。
（9）－1983年12月に雲南人民政府が作成した『関於
越南辺民参加中方辺境集市貿易的暫行規定』，「対越南辺
民参加辺境集市貿易出入境管理辮法』によって那発より
先行し，1984年に十里村でヴェトナム側に開放され市
が再開される。
（10）一軍隊の正確な人数は，軍事上の情報のため公表
されていないために不明。
（11）一以下述べる三裸樹頂青，平河の市の分析方法
も，者米でおこなった分類方法を基準にした。
（12）一食堂とレストランの違いは，食堂は冊子になっ
たメニューがなく，客が食材の並んだ棚をみながら料理
を注文する。また一般には専用の厨房がなく，コックが
店先で料理を作る。一方，レストランは厨房と客室が分
離しており，ウエートレスがメニューを持参しテーブル
で料理を注文するタイプをいう。料理の値段は，食堂よ
りもレストランのほうがはるかに高い。
（13）一昆明の南およそ100kmに所在し，金平から車
でおよそ6時間かかる。海抜およそ1200mに位置し，
盆地上の地形（覇子）で野菜の生産が盛んである。雲南
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省各地に野菜を出荷している。
（14）一露店の出店は，南定期市場内と坂道通だけに許
可されており，市街地内で露店をたてると警察によって
撤去される。
（15）一明，清時代に金平に移り住んだ漢族。服装もい
わゆる民族衣装を着用している。
（16）　　トラクターの後ろに荷台を引かせ，人やモノを
乗せるように改造した乗り物。
（17）一このなかにはヴェトナムからやってきたハニ族
も含まれている。
（18）一者米谷において市に通える村の範囲は，半径
およそ7km以内に限定されていた。それは者米谷の場
合，多くの山の村では車が通れる道路がなく，移動は徒
歩に頼っていたためである。この地域の交通は者米谷と
比較するとはるかに便利である。金平から那発そして
動拉までは道路は舗装されている。三輪車やミニバンを
使った乗り合いの自動車を利用すれば．那発から動拉ま
で30分でいける。金平や那発の南西に位置する南科へ
も車で1時間ほどで到達する。各村までも舗装はされて
いないが，車が通れる道がついている。
（19）一『金平県誌』によれば，1994年の段階で金平県内
では31の市が開催されるいるという。しかし市は，人
が集まらなければ閉鎖することもあり，その数は常に変
動している。筆i者が2005年8月31日の時点で，実際に
現地で開催しているのを確認できたのは18ヵ所である。
　清朝末期には，動拉，王布田，銅鉱，茨通覇，者米，営盤，
沙衣披，馬鞍底等の8ヶ所で市が開催されていた［雲南
省金平苗族瑳族蟻族自治県志編纂委員会1994］。中華人
民共和国成立以降の1952年には，14ヶ所で市が開催し
ていたという。1956年には国務院の指示のもとに，新
しく19ヶ所で市が開催される。ところが1958年からの
大躍進と人民公社化のなかで，農民の副業と自流地はと
りあげられ自由市場は停止される。60年代のはじめに
再び19ヶ所で市は開催されるのだが，1966～1976年
の文化大革命期間中は，またもや6日ごとの市は制限を
かけられ，市は「資本主義の尻尾，資本主義の土壌」と
目され，政府によって地域の従来の慣習を無視し，阿得
博や大塞では10日に一度その他の市では日曜日ごと
に開催するよう指導した。市で交易される物資の量は極
端に減少したといわれる。
　中央政府の市場開放政策による生産請負制度に伴っ
て，1978年12月に市は再度復活し，1980年には従来の
慣習にしたがって，6日ごとの市が開催されるようにな
る。
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（20）一十二支を日取りの基準にした市は，金平県やそ
れに隣接する緑春県や元陽県でも，少なくとも清の末期
には開催されていたことがわかっている［西谷2005aコ。
（21）一者米の場合，タイ族は者米谷外部から輸入され
た，いわゆるおかずタイプの野菜を買い付けて販売して
いる。タイ族はほとんど自家で野菜を栽培しない。その
ため者米では，野菜を売る民族はアールー族にほぼ集中
している。
（22）一金平の6日ごとの市では，者米谷で抽出した滞
留人数を把握できていない。定期市にやってくる人びと
は，南定期市から町全体の広い範囲に拡散しており，人
数の計測は不可能であった。
（23）一従来の第二次大戦まで力をもっていたピレンヌ
学説は，商人と遠隔地商業とを重視し，中世都市論の中
軸をなしていた。それはイスラムの地中海制圧による遠
隔地商業途絶の結果古代都市文明が急速に解体してカ
ロリング期には都市が存在しなくなると主張する。そし
て中世の経済，都市の発展にとって，遠隔地商業が決定
的な進歩誘発力だとする。つまりヨーロッパ中世のさま
ざまな場所での変化を，外部的な要因で説明する傾向が
強かった。
　一方，戦後のデュビィらの研究では（『西欧中世にお
ける都市と農村』九州大学出版会都，1987），ローマ期
都市現象から中世初期における都市現象は，連続してい
ると考える。そして在地的な視覚からの検討加え，中世
初期については，農村における社会経済的発展の結束点
として，都市の形成と成長を説き，両者の親近性と補完
性とにより強く注目する。
　都市概念についても，従来は人口の集中，商工業への
特化，自由と自治の優越，成文法による特権の公認，囲
壁の存在などを条件にしていたため，結果として大都市
のみをとりあげていたのに対して，地理学の中心性理論
の強い影響のもとに，地域で何らかの中心機能をもつ定
住地に都市性を認める傾向が強い。
　ヨーロッパ中世の市場と都市を扱った論考としては，
市場史研究会編集「特集1　前近代の市場と都市・1一
西欧の場合一」『市場史研究』第14号，1995，に掲載さ
れた諸論文がある。
（24）一日本の中世においては網野善彦が「荘園公領制，
さらには幕藩体制の社会を「自給自足の農村」を基盤と
すると見るような見解が成り立たないことは，いまや明
白であり，農業生産力の発達，余剰生産物の形成によっ
てはじめて商工業が農業から分離・自立するという従来
の経済史の定式，または商業・金融はなにものも生産せ
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ず，社会の「進歩」に寄与することなく旧い生産関係に
寄生し，これを分解させる役割を果たすのみという，生
産力の発展のみに力点をおく見方，さらに海に囲まれた
列島の社会は周囲の地域から孤立した閉鎖性の強い自給
的社会という「島国論」などが，商業・交易の役割を著
しく過小に評価する見方を研究者の間に定着させてきた
のである」と述べ，中世における商業・交易の役割を重
視すべきだと主張している。
　また日本の古代，中世における都市や，都市と流通，
消費に関わる総合的な研究としては，「共同研究　都市
における生活空間の史的研究」『国立歴史民俗博物館研
究報告』第78集，1999年，「共同研究　日本における
都市生活史の研究　A班第一期　古代・中世の都市をめ
ぐる流通と消費」『国立歴史民俗博物館研究報告』第92
集，2002年，「共同研究　日本における都市生活史の研
究　A班第二期　古代・中世の都市をめぐる流通と消費」
『国立歴史民俗博物館研究報告』第113集，2004年があ
る。また近世の市，市場研究には，吉田伸之編『商いの
場と社会』吉川弘文館，2000年，などがある。
（25）一絶対的余剰とは，農村が生産する食糧のうち自
家消費分を除いた残りの生産物であり，社会的余剰とは
農村に絶対的余剰がない場合でも権力によって社会的に
作り出された余剰である。都市が存続の基礎としたのは
この社会的余剰であると考えられている。
（26）一石原潤は，河南省の登封市周辺，四川省成都市・
西昌市周辺・綿陽市周辺の集市（定期市）の詳細な調査
をおこなっている［石原1998，2000，2001，2002］。西
昌市を除けば，いずれの地域も漢族が人口の大半を占め
る。集市においては，農民，都市部の失業者，半失業人
口が市営業に参加している。また周辺の農村部の農産物
は，例えば河南省登封市の集市が示すように，トウモロ
コシ・コムギなど，限られた品種しか生産されない。そ
のため野菜などは，商人が都市の野菜卸問屋や，野菜を
専門に生産する農家などから購入して，それを市で販売
する。市の商人，周辺の農村と市の関係が，金平県の市
の様相とは異なっていると考えられる。その違いが，生
態的な環境の差異によるものかどうか，今後の検討課題
としたい。
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The　Birth　of　Markets　and　Urbanization：From　Periodic　Markets　Based
on　a　Peasant　Economy　to　Markets　Based　on　a　Market　Economy
NlsHITANI　Masaru
　　　The　aim　of　this　paper　is　to　identify　the　distinctive　features　of　two　groups　of　markets　extracted
from　Jinping　County　in　the　Red　River　Hani　and　Yi　Minorities　Autonomous　Region　in　China’s　YUnnan
Province．　These　two　groups　of　markets　are　referred　to　as　the　Zhemigu　Group　and　the　Jinping　Group．
Earlier　observations　on　markets　held　in　Jinping　County　every　six　days　resulted　in　the　formulation
of　six　criteria　for　their　establishment．　These　are；1）The　selling　for　cash　of　surplus　produce　and
the　purchase　of　daily　necessities；2）the　limitations　of　travel　on　foot；3）the　existence　of　a　market
network　and　the　mediation　of　vendors；4）the　capability　to　produce　and　process　produce；5）food　as
commercial　goods　and　the　enjoyment　of　food；and　6）the　appropriate　level　of　shops　and　number　of
people．　The　author　also　discusses　the　importance　of　the　features　of　a　market，　such　as“the　creation
of　a　number　of　products　as　a　result　of　the　gathering　of　small　vendors　and　a　variety　of　choices，”“the
freedom　in　processing　produce　and　the　emergence　of　the　division　of　labor　for　making　products　as
aresult　of　the　division　of　techniques　and　technologies”，　and“the　enjoyment　of　the　entertainment
provided　by　markets”．
　　　However，　when　markets　were　classified　according　to　region　into　the　Zhemigu　Group　and　the
Jinping　Group，　the　author　found　that　the　market　system　of　the　Zhemigu　Group　in　Jinping　County
was　largely　one　associated　with　a　peasant　economy　and　that　to　some　extent　the　local　inhabitants
accommodated　the　markets　and　were　able　to　use　them　proactively．　In　contrast，　the　market　system
of　the　Jinping　Group　was　based　on　village　and　urban　principles，　traveling　vendors　controlled　the
movement　of　goods　and　the　principle　of　the　local　farmers　using　the　markets　proactively　no　longer　held
sway．　When　the　focus　was　placed　on　regional　networks　associated　with　trade　in　order　to　understa皿d
the　dynamics　of　the　regional　economy，　it　was　found　that　during　the　course　of　the　birth　of　markets　and
the　development　of　a　market　system，　to　a　certain　extent　the　periodic　market，　or　market　day，　system
worked　to　maintain　a　stable　peasant　economy　within　the　comm皿ity　and　worked　to　promote　farmers’
o㎜strategies　for　their　livelihoods．　There　is，　therefore，　a　stage　in　which　the　periodic　markets　became
embedded　in　the　peasant　economy　The　author　also　discovered　that　at　the　stage　where　networks　were
formed　between　market　systems　from　various　regions，　the　nature　of　the　markets　changed　whereby
the　periodic　markets　promoted　a　market　economy．
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写真1那発の町を西からみる。正面が市街地で，左の建設中
　　　の建物がイミグレーション。川の向こう側がヴェト
　　　ナム。
写真2　2003年11月の那発の東通。青果や雑貨を売る露店が
　　　一緒に出店している。
写真3橋をわたってヴェトナム側からやってくるヤオ族。
　　　橋の中央が国境になる。那発
写真4　中国側のイミグレーション。那発
写真5　布を売る店が集中する。那発 写真6　農貿市場の肉売り場。那発
写真7　農貿市場での野菜売り場。那発 写真8野菜を売る八二族。那発
写真9野菜を売るミャオ族。那発
臨・ ∵∴：窯露｝漆聾㍉∴｝噸
写真10野菜を売る漢族。那発
遡
写真11移動商人が経営する雑貨店。左がヴェトナムの八
　　　　二族。右が中国の紅頭ヤオ族。那発
写真12雑貨店が販売するさまざまな商品。那発
写真13 移動商人が経営する衣料店。買っているのはミャ
オ族。那発
写真14人口およそ3万人の金平
写真15通りに並ぶ商店。金平 写真16市場入り口の食堂。金平
雛■ロ騨
写真17　中央野菜市場。金平 写真18南定期市場の移動商人通。金平
写真19　南定期市場の中央広場。金平 写真20南定期市場の坂道通。金平
写真21南定期市場の坂道通。籠を売るヤオ族。金平 写真22南定期市場の坂道通。薬草を売るヤオ族。金平
写真23南定期市場の中央広場。コメを売るハニ族。金平 写真24南定期市場の坂道通。野菜を売るミャオ族。金平
写真25南定期市場。野菜売り場。金平 写真26南定期市場。木綿布を売るハニ族。金平
写真27南定期市場。布を売るミャオ族。金平 写真28南定期市場。野菜を売る漢族（在地）。金平
写真29南定期市場へと向かう人の流れ。金平 写真30　中央野菜市場で大量に野菜を買う紅頭ヤオ族。金平
